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全
員
賛
成

大
半
が
国
の
地
域
活
性
化
・

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
の
交

付
に
伴
う
も
の
。

金
額
、
６
’８
６
１
万
９
’０
０

０
円
、
主
な
事
業
、
民
生
費
関

係
で
は
、
ふ
れ
あ
い
館
駐
車
場

改
修
工
事
費
、
ふ
れ
あ
い
館
床

カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替
工
事
費
、
南

部
第
２
学
童
保
育
所
駐
車
場
舗

装
工
事
費
、衛
生
費
関
係
で
は
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
整
備
事
業
費
補
助
金
、
農

林
水
産
関
係
で
は
、
宮
昌
寺
前

貯
水
池
改
修

工
事
費
、
土

木
関
係
で

は
、
宿
・
井

戸
尻
線
側
溝

改
修
工
事

費
、
高
渋
バ

イ
パ
ス
５
号

線
用
地
調
査

業
務
委
託

料
、
教
育
関

係
で
は
、
北

小
学
校
下
水
道
接
続
工
事
費
な

ど
計
上
し
て
い
る
。

全
員
賛
成

工
事
名
、
平
成
21
年
度
、
榛

東
村
立
南
小
学
校
耐
震
改
修
工

事
、
契
約
金
額
６
’３
５
２
万

５
’０
０
０
円
、
契
約
の
方
法
、

指
名
競
争
入
札
、契
約
の
相
手
、

住
所
、
群
馬
県
高
崎
市
栄
町
27

―

15
、
冬
木
工
業
株
式
会
社
、

耐
震
工
事
、（
※
）
ピ
タ
コ
ラ
ム

工
法

▲耐震工事が行なわれる南小

▲南小へ取りつける耐震補強ピタコラム工法

小
山
三
治
氏
の
定
年
退
職
に
よ
り
、

議
会
事
務
局
長
に
新
藤
彰
氏
が
着

任
。（
前
・
基
地
・
財
政
課
長
）

議
会
事
務
局
長
に
新
藤
　
彰
氏

小
山
局
長
は
、
38
年
間
の
役
場
勤

務
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
の

人
生
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

阿
久
澤
　
成
實
　
議
員

群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
自

治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

前
議
会
事
務
局
長
定
年
退
職

動
産
の

取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成

取
得
す
る
動
産
、
自
主
防
災

用
備
品
、
取
得
金
額
、
２
’１

２
０
万
６
３
４
円
、
取
得
の
相

手
方
、
住
所
、
群
馬
県
前
橋
市

本
町
２
―
２
―
16
、
株
式
会
社

前
橋
大
気
堂

項
目
、
左
記
の
と
お
り

備蓄倉庫
かんたんテント２
発電発動機
バルーン型投光器
防滴コードリール
救助工具セット
防災カマド
簡易車両移動器具
担架
メガホン
机

名 称 規 格 数 量

NX-65S又は同等品、共通の鍵各７個含む
KA／10W又は同等品、三方幕付き
EU28イS・ホイール式・インバーター、又は同等品
LB42BW-1F又は同等品
CE-30、30m又は同等品
AK-501又は同等品
HK-550（１升用）又は同等品
ゴージャッキ5000又は同等品
四つ折り
ER-1115S又は同等品、電池付き
棚付き 1800*450*700 ST-615又は同等品

21台
21張
21台
21台
21個
21個
21個
21個
42個
21個
42基



庄
川
の
盆
地
で
あ
る
。

議
員
数
は
８
人
。
常

任
委
員
会
は
総
務
、
経

済
の
委
員
会
で
構
成
さ

れ
、
議
会
運
営
委
員
会

は
総
務
委
員
会
が
兼
ね

て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
お
り
、
審
議

し
た
内
容
を
執
行
に
要

望
し
、
次
年
度
予
算
に

反
映
さ
せ
る
べ
く
努
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本

村
議
会
も
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
参

考
に
な
る
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
庄
村
も
本
村
と
同
じ
く
平

成
の
大
合
併
に
お
い
て
は
、「
自

主
自
立
」
を
選
択
し
た
村
で
あ

る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
全

世
帯
に
設
置
さ
れ
、
議
会
も
ビ

デ
オ
放
映
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

下
水
道
は
約
80
パ
ー
セ

ン
ト
整
備
さ
れ
、
老
人

医
療
費
の
無
料
化
、
ま

た
、
こ
ど
も
は
中
学
生

ま
で
医
療
費
を
無
料
化

す
る
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
と
も
に
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
も
た
い
へ
ん
充

実
し
て
い
る
村
で
あ
る

と
実
感
し
ま
し
た
。

25
日
は
基
地
視
察
と
し
て
、

香
川
県
に
あ
る
善
通
寺
駐
屯
地

を
視
察
し
ま
し
た
。

善
通
寺
駐
屯
地
に
は
、
四
国

地
区
の
防
衛
警
備
を
担
う
第
14

旅
団
の
司
令
部
が
置
か
れ
、
そ

の
他
旅
団
の
主
力
と
な
る
７
部

隊
等
が
所
在
し
て
お
り
、
美
し

い
山
河
に
恵
ま
れ
た
四
国
の
平

和
を
日
々
守
っ
て
い
ま
す
。

14
旅
団
の
活
動
の
状
況
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ほ
ど

徳
島
駐
屯
地
に
、
四
国
で
は
唯

一
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
主
体
と

す
る
飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
と
も
な
い
、
関
係
機

関
へ
の
説
明
会
を
持
つ
な
ど
、

地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め

の
努
力
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、善
通
寺
駐
屯
地
に
は
、

議
会
の
役
割
、
議
員
と
し
て

一
体
性
の
あ
る

村
施
策
を
推
進

す
る
。
財
政

逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

（
経
済
面

で
行
き
づ
ま
っ

て
し
ま
う
）
と

行
財
政
点
検
を

行
う
。
決
算
を

重
視
す
る
。
事

業
の
一
つ
ひ
と

つ
を
点
検
し
、

改
善
点
が
あ
れ

ば
付
帯
決
議
で

指
摘
し
、
決
算

は
認
定
す
る
。

軍
人
と
し
て
の
功
績
、
ま
た
、

貴
重
な
逸
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
見
学
者
も
た
い
へ
ん

多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

初
代
師
団
長
で
あ
っ
た
乃
木
将

軍
が
執
務
し
た
部
屋
が
乃
木
資

料
館
と
し
て
、
一
般
開
放
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

乃
木
将
軍
の
生
い
立
ち
か
ら

こ
の
よ
う
な
内
容
を
勉
強
し
今

後
の
議
会
活
動
に
い
か
し
て
行

た
い
。
議
員
の
役
割
は
、
選
挙

は
地
区
で
す
が
、
選
ば
れ
た
後

は
榛
東
村
の
議
員
。
地
域
、
階

層
（
若
年
、
青
年
、
老
人
会
、

主
婦
、
自
営
業
、
従
業
員
、
経

営
者
等
）
職
域
（
農
業
・
林
業

従
事
者
、
商
工
会
、
消
防
団
等
）

等
を
超
え
て
考
え
る
習
慣
を
身

に
つ
け
る
心
が
ま
え
が
必
要
で

あ
る
と
講
義
さ
れ
た
。

９ No.50

議
会
運
営
委
員
会
と
基
地
対

策
・
幹
線
道
路
特
別
委
員
会
は

２
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の

日
程
で
合
同
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

24
日
に
は
、
岡
山
県
新
庄

村
に
お
い
て
議
会
運
営
に
つ
い

て
研
修
し
ま
し
た
。

同
村
は
、
岡
山
県
の
西
北
端

に
位
置
し
、
出
雲
街
道
の
本

陣
・
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
村

で
あ
る
。
面
積
約
67
椙
人
口

約
千
人
。大
半
が
山
林
で
あ
り
、

役
場
の
あ
る
村
の
中
心
地
は
新

研修先�
　岡山県新庄村�
　香川県善通寺駐屯地�

２月24日・25日・26日�

議会運営委員会�
基地対策・幹線道路�
特別委員会�
合同視察研修�

３月30日�
会 場　群馬県市町村会館�
講 師　上田 良二 氏�
議 題　議会運営と議会の活性化�
　　　 予算（決算）の委員会審査�

榛東村議会議員研修会�

▲議員研修会場　群馬県市町村会館

▲研修風景

▲研修風景


